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救
急
法
を
「
見
て
」「
聞
い
て
」「
体
験
」

宇
城
防
災
フ
ェ
ア 

を
開
催

’05　

　
「
宇
城
防
災
フ
ェ
ア 
　

小
川
」
が
１
月　

日
、
小
川
町
の
ラ
ポ
ー

in

２２

ト
で
あ
り
ま
し
た
。

　

宇
城
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員
会
主
催
の
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成
７

年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
を
教
訓
に
防
災
に
務
め
よ
う
と
、
平
成　

年
度

１３

か
ら
毎
年
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

会
場
に
は
地
震
実
験
車
を
使
っ
た
震
度
７
の
「
地
震
体
験
」
や
、
煙

が
充
満
し
た
テ
ン
ト
内
を
歩
く
「
煙
体
験
」、
電
話
に
よ
る
「
１
１
９

番
通
報
体
験
」
な
ど
の
模
擬
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
住
民
ら
は

災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
体
感
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
消
火
器
タ
イ
ム
ト

ラ
イ
ア
ル
や
県
防
災
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
ひ
ば
り
」
に
よ
る
消
火
・

救
助
訓
練
な
ど
が
あ
り
、
炊
き
出
し
訓
練
で
は
小
川
地
域
婦
人
防
災
ク

ラ
ブ
が
調
理
し
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

’05　

家
庭
に
笑
い
声
が
聞
こ
え
ま
す
か

セ
ラ
ピ
ス
ト
に
よ
る
新
春
出
逢
い
講
演
会

　１月２９日、小川総合文化センターラ
ポートで「家庭に笑い声が聞こえます
か」と題した新春出逢い講演会が、セラ
ピストの志々目真理子さん（宮崎県在
住）を招いて行われました。
　小川町PTA連合会、宇城市教育委員
会、小川町家庭教育学級の共催。
　同名の著書も出版している志々目さん
は「ありがとうという魔法の言葉によっ
てマイナス部分が離れていく」「子ども
が失敗してもいい体験したねとほめてや
ることが大切」と講演。家族や社会との
かかわり合いの中で起きた問題や悩みを
実例を挙げて話しました。
　また講演の前には、小中学生による演
奏やソーラン踊りのアトラクションもあ
りました。

文
化
の
香
り
を
堪
能

豊
野
町
文
化
協
会
自
主
発
表
会

　２月２０日、豊野町文化協会（豊田博道
会長）の自主発表会が豊野公民館で開催
されました。
　豊田会長が「宇城市になって初めての
発表会。そのお祝いも兼ねて盛大に行わ
れることを期待している」とあいさつ。
日舞やカラオケ、吟詠などが披露される
たび、会場から大きな歓声や拍手がわき
起こりました。
　また書道・陶芸の３グループによる作
品の展示もありました。
　この発表会は、同協会が会員の発表の
場づくりとして始めたもので、今年で１０
回目。約１５０人が日ごろの活動の成果を
披露しました。

消火器タイムトライアルでの見事な消火器さばき

志々目さんが家庭・社会問題についてホワイト
ボードを使い分かりやすく講演カラオケ

地震実験車で震度７の「地震体験」

民謡

書
道
作
品
の
展
示

日舞
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松
高
生
が
地
元
食
材
を
使
っ
た
郷
土
料
理
に
挑
戦

地
域
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
学
ぶ
体
験
学
習

　

２
月　

日
、
松
橋
高
校
（
大
野
健
久
校
長
）
で
「
地
域
の
ス
ペ
シ
ャ

１０

リ
ス
ト
に
学
ぶ
体
験
学
習
」
と
題
し
た
調
理
実
習
が
行
わ
れ
、
同
校
の

生
徒
ら
が
地
元
食
材
を
使
っ
た
郷
土
料
理
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
同
校
が
地
域
の
人
と
の
交
流
、
地
産
地
消
、
郷
土
料
理
の
伝

承
な
ど
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
松
橋
町
食
生
活
改

善
推
進
連
絡
協
議
会
（
加
々
山
弘
子
会
長
）
の
食
生
活
改
善
推
進
員

（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
８
人
を
講
師
に
招
き
、
家
政
科
の
２
年
生　

人
が

３５

受
講
し
ま
し
た
。

　

今
回
挑
戦
し
た
献
立
は
「
の
っ
ぺ
い
汁
」「
レ
ン
コ
ン
の
蒲
焼
き
」

「
い
き
な
り
万
十
」「
酢
の
物
」「
白
和
え
」
の
５
品
。
初
め
て
挑
戦
す

る
メ
ニ
ュ
ー
に
生
徒
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
懇
切
丁

寧
な
指
導
で
ス
ム
ー
ズ
に
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
員
で
和
気
あ
い
あ
い
と
談
笑
し
な
が
ら
、
出
来
た
て
の

郷
土
料
理
に
舌
鼓
。
試
食
を
終
え
た
生
徒
か
ら
は
「
初
め
て
作
っ
て
初

め
て
食
べ
る
も
の
ば
か
り
。
取
れ
た
て
が
こ
ん
な
に
お
い
し
い
も
の
と

は
」「
地
産
地
消
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
よ
く
分
か
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

真剣な表情でヘルスメイトから指導を受ける
生徒たち

今
後
の
進
路
実
現
へ
向
け
て

松
高
生
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　２月８日から１０日までの３日間、松橋
高校情報処理科２年生の４０人が市内の２４
事業所で職業体験を行いました。
　これは、職業教育の一環として接遇・
マナーを身に付け、社会に通用する人材
を育成しようと、松橋高校が毎年実施し
ているものです。
　宇城市役所三角支所総務課で文書の受
付事務などを体験した、情報処理科の本
田拓也君（三角町）は「支所の仕事がど
んなものか経験してみたくてここを選び
ました。パソコンで文章を打ったりする
ことが面白かったです」と笑顔で話しま
した。
　生徒たちは、この体験を今後の自分の
進路実現に生かしていくとのことです。

得意のパソコンを使って受付事務をこなす
本田君

働
く
楽
し
さ
を
実
感

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
中
学
生
が
職
場
体
験

　１月２５日から２７日の３日間、不知火中
学校の２年生は、さまざまな職場で体験
学習を行いました。
　これは「総合的な学習の時間」の一環
で、働く楽しさや、厳しさなどを学ぶた
め毎年行われています。
　期間中生徒たちは、それぞれ自分たち
の希望する商店や保育園・図書館など２９
の事業所へ出向き職場体験。不知火町永
尾の物産館では、２人の生徒が緊張した
表情で、訪れる買い物客の対応をしてい
ました。
　レジ係を担当していた上村昂平君と茂
田大吾郎君は、「仕事が楽しいです」と
感想を語っていました。

慎重にバーコードの読み取りを行う上村君


